
問　
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
燃
や
せ

る
ご
み
は
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

自
己
搬
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
は
自
己
搬
入
が
困
難
な
の
で
、

粗
大
ご
み
収
集
日
に
燃
や
せ
る
大
型
ご

み
の
収
集
を
し
て
は
ど
う
か
。

【
市
民
課
長
】

答　

自
己
搬
入
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
他
市
町
と

共
同
で
組
織
し
塵じ

ん

芥か
い

処
理
の
事
務
を
行

っ
て
い
る
西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合

と
認
識
を
共
有
し
検
討
し
た
い
。

問　
本
市
の
粗
大
ご
み
収
集
は
年
３
回

で
あ
る
。
農
作
業
の
準
備
等
の
３
月
と

お
盆
前
の
７
月
に
２
回
増
や
せ
な
い
か
。

ま
た
、
寝
具
は
縛
っ
て
小
さ
く
し
名
札

を
付
け
れ
ば
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
日
に

収
集
可
能
で
は
な
い
か
。

【
市
民
課
長
】

答　

市
内
の
ご
み
収
集
は
木
造
２
、
柏

１
、
森
田
３
、
稲
垣
１
、
車
力
２
の
計

９
地
区
で
あ
り
、
燃
や
せ
る
ご
み
等
の

収
集
は
そ
の
地
区
ご
と
に
毎
年
同
じ
日

程
と
し
て
い
る
。
そ
の
日
程
以
外
に
粗

大
ご
み
の
日
を
組
み
込
む
こ
と
に
な
る

が
、
粗
大
ご
み
は
最
終
処
分
場
へ
搬
入

す
る
た
め
、
ご
み
の
量
の
調
整
や
全
地

問　
８
月
３
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る
本

市
の
農
作
物
の
被
害
は
県
内
で
も
最
も

大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
被
害
状
況
は
。

【
市
長
】

答　

８
月
29
日
時
点
で
、
水
稲
１
０
３

５
ha
、
リ
ン
ゴ
90
ha
、
大
豆
１
１
０
０

ha
、
メ
ロ
ン
34
ha
、
ス
イ
カ
25
ha
、
ゴ

ボ
ウ
50
ha
、
ナ
ガ
イ
モ
70
ha
、
そ
の
他

野
菜
３
３
１
ha
の
合
計
２
７
３
５
ha
の

被
害
面
積
と
な
っ
て
い
る
。

問　
被
害
金
額
は
。

【
農
林
水
産
課
長
】

答　

被
害
金
額
に
つ
い
て
は
、
市
外
に

も
市
農
家
の
所
有
す
る
農
地
が
５
０
０

ha
以
上
あ
り
調
査
に
時
間
を
要
し
て
お

り
、
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
。

※
９
月
27
日
、
農
作
物
の
被
害
面
積
２

８
９
４
・
56
ha
、
被
害
金
額
31
億

８
９
４
５
万
円
と
確
定
。

問　
本
年
５
月
、
県
内
の
た
め
池
で
中

学
生
の
転
落
死
亡
事
故
が
あ
っ
た
。
市

内
の
た
め
池
で
は
、
釣
り
を
楽
し
む
光

景
を
よ
く
見
か
け
る
。
農
業
用
た
め
池

の
安
全
管
理
対
策
は
。
ま
た
、
今
回
の

大
雨
に
よ
る
被
害
は
。

【
市
長
】

区
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
収
集
と
重
複

し
な
い
こ
と
な
ど
複
雑
な
条
件
構
成
と

な
っ
て
い
る
。
実
施
に
は
事
業
者
等
と

綿
密
な
調
整
が
必
要
と
な
る
が
検
討
し

た
い
。
ま
た
、
寝
具
の
収
集
に
つ
い
て

も
可
能
で
あ
れ
ば
実
施
し
た
い
。

問　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
ティ
を
目
指
す
う

え
で
身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

む
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
。
生
ご
み
処
理

機
を
毎
戸
配
布
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
ティ
宣
言
か
ら
１
年
経

過
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

【
市
長
】

答　

生
ご
み
を
削
減
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
収
集
運
搬
に
係
る
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減

や
焼
却
す
る
際
の
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
な
ど

様
々
な
効
果
が
あ
る
。
毎
戸
配
布
は
多

額
の
費
用
が
生
じ
る
た
め
、
既
に
実
施

し
て
い
る
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
購

入
費
助
成
事
業
の
内
容
を
見
直
し
し
、

手
軽
に
購
入
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

ま
た
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
取

り
組
み
は
、
環
境
省
の
補
助
で
鰺
ヶ
沢

町
、
深
浦
町
と
共
同
で
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
目
標
計
画
を
作
成
中
で
あ

り
、
課
題
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

答　

市
内
の
農
業
用
た
め
池
の
数
は
１

３
８
か
所
で
、
う
ち
県
の
防
災
重
点
農

業
用
た
め
池
に
指
定
さ
れ
た
数
は
35
か

所
で
あ
る
。
今
回
の
事
故
を
受
け
、
た

め
池
周
辺
は
危
険
な
の
で
子
供
が
遊
ば

な
い
よ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
広
報
つ
が

る
で
周
知
し
た
。
管
理
者
に
対
し
て
も

巡
回
点
検
等
の
安
全
対
策
を
講
じ
事
故

防
止
に
努
め
る
よ
う
通
知
し
て
い
る
。

大
雨
に
よ
る
被
害
は
木
造
２
、
森
田
２
、

牛
潟
１
の
合
計
５
か
所
。
被
災
内
容
と

し
て
は
堤
体
と
農
地
と
の
境
界
地
面
の

亀
裂
や
堤
体
の
り
面
の
一
部
崩
壊
な
ど

で
あ
っ
た
。

問　
つ
が
る
地
球
村
円
形
劇
場
は
他
に

は
な
い
素
晴
ら
し
い
施
設
で
あ
り
活
用

す
べ
き
と
考
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
利
用
状
況
と
今
後
の
活
用
予
定
は
。

【
市
長
】

答　

昨
年
度
計
画
し
て
い
た
千
葉
県
柏

市
立
柏
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
会
が
中

止
と
な
る
な
ど
、
過
去
２
年
間
は
コ
ン

サ
ー
ト
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
実
績
は

な
い
。
今
後
は
屋
外
と
い
う
特
徴
を
生

か
し
た
活
用
法
を
検
討
し
、
県
外
に
向

け
た
周
知
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

●
大
型
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
収
集
に

つ
い
て

●
生
ご
み
処
理
機
に
よ
る
生
ご
み
の

減
量
に
つ
い
て

●
大
雨
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て

●
市
内
の
た
め
池
に
つ
い
て

●
つ
が
る
地
球
村
の
円
形
劇
場
に

　
つ
い
て

五
いつ

和
わ

会
かい

　成
な り た

田　克
かつ

子
こ

五
いつ

和
わ

会
かい

　長
は せ が わ

谷川榮
えい

子
こ

一 般 質 問　ここが聞きたい 各議員の質問と答弁の趣旨を掲載しています。
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問　
市
内
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
７
波

の
状
況
報
告
を
。

【
市
長
】

答　

４
月
と
比
較
す
る
と
８
月
に
新
規

陽
性
者
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体

制
を
整
備
し
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
無

償
配
布
の
条
件
を
緩
和
し
た
い
。

問　
肥
料
、
飼
料
の
価
格
高
騰
に
よ
り

農
家
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
支

援
策
に
つ
い
て
説
明
を
。

【
市
長
】

答　

国
で
は
化
学
肥
料
を
低
減
し
た
農

業
者
に
対
し
、
肥
料
価
格
上
昇
分
の
一

部
を
支
援
す
る
事
業
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。
国
の
事
業
内
容
を
精
査
し
、

市
と
し
て
補
完
的
対
策
を
検
討
す
る
。

問　
つ
が
る
市
総
合
体
育
館
の
運
営
管

理
計
画
は
。

【
市
長
】

答　

来
年
１
月
に
完
成
予
定
。
こ
け
ら

落
と
し
と
し
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｂ

リ
ー
グ
青
森
ワ
ッ
ツ
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

Ｖ
リ
ー
グ
の
試
合
を
計
画
し
て
い
る
。

体
育
館
の
管
理
運
営
は
９
月
に
指
定
期

間
を
５
年
と
し
た
指
定
管
理
者
を
公
募

問　
つ
が
る
地
球
村
温
泉
を
掘
削
し
て

か
ら
の
経
過
年
数
、
深
さ
は
。
そ
し
て
、

湧
出
量
は
当
時
と
現
在
で
違
い
は
あ
る

か
。
ま
た
今
回
、
掘
削
工
事
に
至
っ
た

経
緯
は
。

【
市
長
】

答　

当
初
掘
削
は
平
成
２
年
６
月
竣
工
。

そ
の
時
の
完
成
デ
ー
タ
は
最
終
深
度
８

０
２
メ
ー
ト
ル
、
湧
出
量
毎
分
４
１
９

リ
ッ
ト
ル
、
水
温
43
・
９
度
で
あ
っ
た
。

現
在
、
湧
出
量
に
変
化
は
な
く
、
水
温

は
40
・
０
度
。
令
和
３
年
６
月
に
土
砂

の
混
入
及
び
水
温
の
低
下
の
発
生
に
よ

り
、
調
査
し
た
と
こ
ろ
深
度
１
２
０
メ

ー
ト
ル
付
近
の
管
の
腐
食
と
の
報
告
で

あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
工
法
、
耐
用

年
数
等
、
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
し
た

結
果
、
営
業
を
続
け
な
が
ら
工
事
可
能

な
新
規
掘
削
を
妥
当
と
判
断
し
た
。

問　
水
温
は
約
４
度
低
下
し
て
い
る
が

地
下
水
の
混
入
量
は
。
ま
た
、
温
泉
成

分
の
数
値
は
低
下
し
て
い
な
い
か
。

【
副
市
長
】

答　

毎
分
４
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
湧
出
量

と
し
た
場
合
に
68
リ
ッ
ト
ル
の
地
下
水

が
流
入
し
て
い
る
計
算
に
な
る
。
成
分

し
、
選
定
委
員
会
を
経
て
12
月
議
会
に

提
案
し
た
い
。

問　
つ
が
る
地
球
村
㈱
の
新
規
借
入
金

の
時
期
、
目
的
は
。

【
市
長
】

答　

令
和
３
年
度
事
業
報
告
の
借
入
額

は
約
５
１
６
０
万
円
で
、
借
入
時
期
は

令
和
２
年
５
月
で
あ
る
。
目
的
は
新
型

コ
ロ
ナ
で
宿
泊
等
利
用
者
減
少
に
よ
る

運
転
資
金
で
あ
る
。

問　
東
京
事
務
所
を
設
置
し
て
か
ら
３

年
経
過
し
た
。
そ
の
効
果
は
。

【
市
長
】

答　

斬
新
な
店
舗
と
し
て
様
々
な
メ
デ

ィ
ア
か
ら
評
価
を
い
た
だ
き
、
行
政
視

察
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
撮
影
場
所
と
な

る
な
ど
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

問　
農
家
へ
支
援
金
を
支
出
す
る
と
基

金
の
残
高
は
ど
の
く
ら
い
か
。

【
財
政
部
長
】

答　

大
雨
対
策
費
用
は
一
時
的
に
財
政

調
整
基
金
を
充
て
る
の
で
残
高
は
約
14

億
２
３
０
０
万
円
と
な
る
。
こ
の
後
、

災
害
補
助
金
、
起
債
を
充
当
す
る
の
で

財
政
運
営
に
支
障
は
な
い
。

は
調
べ
て
い
な
い
が
影
響
は
少
な
い
と

み
て
い
る
。

問　
地
下
水
の
影
響
は
少
な
く
、
温
泉

成
分
の
再
検
査
を
し
な
い
。
湧
出
量
に

変
化
は
な
く
、
水
温
低
下
は
４
度
。
こ

れ
ら
を
考
え
る
と
、
追
た
き
で
十
分
対

応
で
き
る
の
で
は
。
新
規
工
事
の
必
要

性
に
つ
い
て
再
度
説
明
を
。

【
副
市
長
】

答　

今
の
と
こ
ろ
影
響
は
少
な
い
と
は

い
え
、
深
さ
約
８
０
０
メ
ー
ト
ル
全
体

に
経
年
劣
化
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
再

び
大
き
な
穴
が
開
い
て
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、
新
規
に

掘
削
工
事
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

問　
工
期
は
来
年
の
３
月
23
日
ま
で
。

現
段
階
の
進
捗
状
況
は
。
翌
４
月
か
ら

新
し
い
源
泉
を
利
用
す
る
の
か
。

【
市
長
】

答　

目
標
深
度
は
８
０
０
メ
ー
ト
ル
に

設
定
し
て
い
る
。
現
在
３
０
０
メ
ー
ト

ル
ま
で
順
調
に
進
ん
で
い
る
の
で
、
３

月
23
日
ま
で
に
新
し
い
源
泉
へ
切
り
替

え
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

●
コ
ロ
ナ
第
７
波
の
状
況
は

●
市
の
経
済
状
況
に
つ
い
て

●
市
総
合
体
育
館
に
つ
い
て

●
つ
が
る
地
球
村
㈱
の
経
営
状
況
は

●
東
京
事
務
所
に
つ
い
て

●
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

●
つ
が
る
地
球
村
温
泉
の
源
泉
掘
削

工
事
に
つ
い
て

五
いつ

和
わ

会
かい

　伊
い

藤
とう

　良
りょう

二
じ

絆
き

心
しん

会
かい

　佐
さ

藤
とう

　孝
たか

志
し

一 般 質 問　ここが聞きたい 各議員の質問と答弁の趣旨を掲載しています。
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問　
今
回
の
大
雨
に
よ
る
被
災
者
の
生

活
支
援
や
経
営
支
援
、
農
地
の
復
興
対

策
は
。

【
市
長
】

答　

市
税
等
の
減
免
は
当
然
行
う
。
農

業
支
援
に
つ
い
て
は
、
災
害
に
よ
り
緊

急
的
に
必
要
と
な
っ
た
費
用
及
び
来
年

度
以
降
の
生
産
意
欲
を
高
め
る
た
め
の

費
用
の
支
援
を
基
本
的
な
考
え
方
と
す

る
。
リ
ン
ゴ
の
冠
水
被
害
に
は
、
腐
敗

が
進
み
、
病
害
が
蔓
延
し
な
い
よ
う
薬

剤
散
布
費
用
の
助
成
。
山
田
川
の
越
水

と
決
壊
に
よ
る
水
稲
被
害
に
は
、
種
子

と
薬
剤
散
布
費
の
助
成
。
さ
ら
に
田
光

沼
の
決
壊
や
出
精
川
の
越
流
で
泥
水
を

被
っ
た
圃
場
の
被
災
者
に
は
土
地
改
良

区
の
水
利
費
の
助
成
。
そ
の
他
の
作
物

に
つ
い
て
は
種
苗
費
の
助
成
を
行
う
。

こ
の
ほ
か
見
舞
金
と
し
て
１
戸
当
た
り

２
～
３
万
円
を
交
付
す
る
。

問　
国
は
今
回
の
被
害
を
激げ

き

甚じ
ん

災
害
に

指
定
す
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
市
で

は
国
県
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
要
望
を

考
え
て
い
る
か
。

【
市
長
】

答　

８
月
25
日
に
県
市
長
会
と
町
村
会

合
同
で
国
県
に
緊
急
要
望
を
行
っ
た
。

問　
現
在
、
本
市
に
お
け
る
緊
急
時
の

情
報
伝
達
手
段
は
防
災
無
線
で
あ
る
。

携
帯
端
末
を
利
用
し
た
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
で
防
災
情
報
の
発
信
は
で
き
な
い

か
。

【
市
長
】

答　

高
齢
者
世
帯
で
は
防
災
無
線
は
聞

こ
え
づ
ら
い
、
気
付
か
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
る
。
携
帯
に
連
絡
が
入
れ
ば
、

一
緒
に
住
ん
で
い
な
い
家
族
も
即
座
に

行
動
で
き
る
た
め
、
早
期
実
現
に
向
け

検
討
し
て
い
く
。

問　
今
回
の
大
雨
で
稲
垣
町
派
立
地
区

に
避
難
指
示
が
あ
っ
た
。
指
定
さ
れ
た

避
難
場
所
は
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
な
く
、
車
力
小
中
学
校
で
あ

っ
た
理
由
は
。

【
総
務
部
長
】

答　

水
害
の
指
定
避
難
場
所
は
、
浸
水

の
想
定
区
域
外
の
場
所
と
な
る
。
派
立

地
区
か
ら
最
も
近
い
牛
潟
公
民
館
は
、

経
路
に
通
行
止
め
が
あ
っ
た
た
め
、
車

力
小
中
学
校
を
指
定
し
た
。

問　
今
回
の
大
雨
で
通
行
止
め
に
な
っ

た
道
路
は
何
箇
所
あ
っ
た
か
。
ま
た
、

そ
の
時
は
農
地
被
害
に
対
す
る
独
自
の

支
援
と
一
刻
も
早
い
激げ

き

甚じ
ん

災
害
の
指
定

を
要
望
し
た
。
ま
た
、
被
災
現
場
を
視

察
し
た
国
会
議
員
に
は
特
別
交
付
税
の

優
先
配
分
と
田
光
沼
の
抜
本
的
な
改
良

復
旧
を
要
望
し
て
い
る
。
今
後
は
、
各

団
体
か
ら
の
意
見
等
を
受
け
て
国
県
へ

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
小
中
学
校
の
給
食
費
の
年
間
支
出

額
は
。

【
教
育
部
長
】

答　

令
和
３
年
度
決
算
に
お
い
て
、
児

童
生
徒
１
８
１
０
人
で
、
約
９
９
３
９

万
円
。
１
人
あ
た
り
の
保
護
者
負
担
額

は
小
学
生
約
５
万
３
０
０
０
円
、
中
学

生
約
５
万
９
０
０
０
円
で
あ
る
。

問　
少
子
化
対
策
と
し
て
給
食
費
の
無

償
化
や
半
額
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

【
市
長
】

答　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
事
業
を
選

択
し
て
い
る
。
３
年
前
に
検
討
し
た
時

は
、
子
供
に
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と

は
親
の
責
任
と
い
う
こ
と
で
無
償
化
し

な
か
っ
た
。
た
だ
少
子
化
対
策
と
し
て

は
当
然
視
野
に
入
っ
て
い
る
。

冠
水
す
る
こ
と
の
多
い
稲
垣
地
区
で
側

溝
や
排
水
路
の
改
修
予
定
は
。

【
建
設
部
長
】

答　

県
道
は
５
箇
所
の
通
行
止
め
を
行

っ
た
。
車
力
地
区
の
フ
ラ
ッ
ト
付
近
で

は
長
時
間
に
わ
た
り
２
回
通
行
止
め
と

な
っ
た
。
市
道
は
12
箇
所
で
、
最
も
長

時
間
だ
っ
た
の
は
稲
垣
町
と
牛
潟
町
を

結
ぶ
市
道
牛
潟
54
号
線
。
ま
た
、
本
年

度
稲
垣
地
区
で
の
側
溝
改
修
は
１
箇
所

予
定
し
て
い
る
。

問　
冠
水
し
た
水
稲
に
つ
い
て
、
主
食

用
米
か
ら
、
飼
料
用
米
に
転
換
す
る
こ

と
は
可
能
か
。
ま
た
、
飼
料
用
米
が
被

害
を
受
け
て
収
量
が
減
少
し
た
場
合
、

交
付
金
は
ど
う
な
る
か
。

【
経
済
部
長
】

答　

飼
料
用
米
は
、
国
へ
取
組
計
画
を

提
出
し
、
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
る

が
、
今
年
度
は
提
出
期
限
が
過
ぎ
て
い

る
の
で
転
換
で
き
な
い
。
ま
た
、
国
で

は
冠
水
被
害
に
よ
り
大
幅
に
交
付
単
価

の
下
が
る
方
は
、
国
が
認
め
る
場
合
に

特
例
措
置
と
し
て
、
標
準
単
価
の
10
ａ

当
た
り
８
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

●
大
雨
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

●
小
中
学
校
の
給
食
費
に
つ
い
て

●
緊
急
時
に
お
け
る
市
民
へ
の
情
報

伝
達
方
法
に
つ
い
て

●
市
内
道
路
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て

●
大
雨
被
害
を
受
け
た
農
作
物
へ
の

対
応
に
つ
い
て

一 般 質 問　ここが聞きたい 各議員の質問と答弁の趣旨を掲載しています。

五
いつ

和
わ

会
かい

　佐
さ

々
さ

木
き

敬
けい

藏
ぞう

絆
き

心
しん

会
かい

　齊
さい

藤
とう

　　渡
わたる
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